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Ratn穽aliの 阿 含 的 表 現
本 庄 良 文
中観哲学の創始者,龍 樹(150～250)の 真作 とみ なされ ているRatn穽aliは,国 王 に対す る書簡 とい う形式 を とっ
て,大 乗の教義を説 くものであ る。戒律 の実践を述べ る部分 あ り,抽 象 的な理論 を展 開す る部分 あ りで,内 容は多岐 に
亘 るが,そ の文面 の処 々に,阿 含に基いた と思われ る表現形式 や教義 が見 えか くれ している。
以下 の報告は,Ratn炯aliの,阿 含 に基 いた と考 え られ る箇処を適宜抽 出し,簡 単 な メモを加えた ものであ る。阿
毘達磨 の研究に阿含 の知識が不可欠 であるとい うことは常識 である。 中観哲学 につ いては どうであろ うか。中観哲学は,
阿含 の伝統 をどの程度体現 しているので あろ うか。 そ うい った疑 問の解 答へ の,ひ とつ の糸 口として,こ の ような作業
も全 く無意味 では あるまい。 もとよ り,多 分に主観 的な ものにすぎないが,識 者 の御批評を頂ければ幸いであ る。0
底本 としてMichaelHahn校 訂本 を用 いた。 言及す ることがあ る 厂注釈」 とは,チ ベ ッ ト訳 のみで 伝え られ る
Ratn炯alitik�(大 谷 目録No.5659)で ある。 パー リのテ クス トはPTS版 を用 い,略 号は通例に従 った。 報告は,
Ratn穽ali第 一章冒頭 のみにつ いて行 うこととす る。
1.2a:dharmamek瀟takaly瀟am
注 釈(1Vel54a8))'Y`示 さ れ る 如 く,"dhammamdeseti濺i-kaly瀟ammajjhe-kaly穗ampariyos瀟a-kaly穗am"




十 不 善 業 道,十 善 業 道 を 中 心 と した 業 とそ の報 い が 列 挙 され て い る。 十 地 経(近 藤 本p・41f)に も同 様 の こ とが 説
か れ てい るが,全 体 と し て よ く合 致 す る のは,MNNo.135"C�akammavibhangasuttam";中 含No.170鸚 鵡 経
(大1.703c)で あ る。 そ の 内容 を パ ー リに よ って紹 介 す る と次 の よ うで あ る。
世尊が祗園に居 られ た とき,ス パなる婆羅門学生 が世尊 に問 うた。 同 じ人間 として生れた ものの うちに も,①
命 の長短,② 傷病 の多寡,③ 美醜,④ 名誉の有無,⑤ 財産 の多少,⑥ 家柄の上下,⑦ 頭脳 の良 し悪 しが認 め られ る
のは何故 か と。 仏 は,「衆生 とい うものは業に縛 られてい る存在であ る」 と略説 し,そ れ を具体 的に説 き明 してい
く。す なわち,① 殺生をす ると悪趣 に堕ち るが,そ うではな くて人界に戻 ると短命 に終 る。 殺生 を しない と天界に
生ず るが,そ うではな くて人界に戻 ると長命 とな る。同様に,② 傷病 の多寡は暴行,傷 害 をす る,し ないに関わ り,
③ は,怒 る,怒 らぬに依 り,④ は,他 人の名誉に嫉妬す る,し ないに依 り,⑤ は,布 施 す る,し ないに依 り,⑥ は,
頑迷,高 慢であ る,な いに依 り,⑦ は,智 者に質問す る,し な いに依 るのである,と 。
以上の内容の うちの,① は14aに,② は14by`,③ は18aに,④ は17dに,⑤ は17aに,⑥ は17cに,⑦ は18ab
Iy1,..それぞれ該 当 し,18で,「 以上は,人 間界に生れた場合 の果報 であって,何 よりもまず,悪 趣 が 〔その果報であ る〕。」
と云い,19で,「 不善業の果報をい ま説 いたが,善 業 の果報 はそれ と全 く逆 であ る」 とい う意味の ことを述べ るの も,
上の阿含の説 と全 く平行 してい る。
また,註 釈が14aのhims烽ﾆ は生命を奪 うことであ り,vihims竄ﾆ は,生 物を傷つけ ることであ る,と い うの も,
阿含に よらて正当化 され る。17dは,「 嫉妬に よって虚弱 さが ある」 とな ってい るが,こ れは,パ ー リ(乃 至はそれに
類似の俗語)の"appesakkha"を,"alpa-yasas-ka"(CPD)で はな く,"alpa-isa一稾hya"(cf.Edgerton,BHSD)
と解釈す る伝統 に従 ったためである。
1.22c:manas潴arman炯瀋�
身 語 意 の三 業 を列 挙 す る うち,身 業 を た だ"karman"と す る の が 特徴 的 で あ るが,同 様 の例 がSn365a,"vacas�
manas瀋akamman稍a"vこ み え る。
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1.25ab:dharmahs瑢smogambhira-darsanah
"dharma"を 形 容 す る"gambhira -darsanah"な る語 は見 慣 れ な い。 チベ ヅ ト訳 者 は,"zabparsnapba"(甚 深 な
る も の と して 顕 わ れ る)と し て い る。 これ は,gambhira-darsana=gambhira-avabh龝aと 理 解 す る もの で あ っ て,次




これ は,仏 伝 の 梵 天 勧 請 の直 前,仏 が,自 己 の悟 った 法 が,極 め て理 解 し が た い と い うこ と を心 に 思 う場 面 に あ らわ
れ る もの で あ って,"dharmo"に か か る形 容詞 は要 す るに み な 「理解 が 困難 な 」 とい う意 味 で あ る。
③
1.25c:b�1瀟瀘asrutimat瀘
"balo'srutav穗prthagjanah"な る表 現 は ,阿 含 の定 型 句 で あ る。 倶 舎 論梵 本14015;46521参 照 。 前 者 に つ い て称
友(30018$)は,「 生得 の慧 を欠 くのがb瀝a,阿 含 〔を 学 ぶ こ と〕 よ り生 じ た慧 を欠 くのがasrutavat,聖 諦 現 観 よ り
生 じた 慧 を 欠 くの がprthagjanaで あ る」 とい う意 味 の釈 を ほ ど こ して い る。
1.26ab:n龝myahamnabhavisy穃i,name'stinabhavisyati.
倶 舎 論 梵 本29017�,厂 外 道 」 の 誤 った 見解 の うち で,断 見 が最 もま し な説 で あ る,と い う意 味 の経 句が 引か れ,そ れ




た だ し,同 じ表 現 が,仏 弟子 の心 が け るべ き心 構 え と し て,肯 定 的 に 用 い られ る場 合 もあ る。AN・VOI.IV,p・70ff
に"noc'assa,nocamesiy�,nabhavissati,mmebhavissati,yadatthiyambh皦amtampajah穃i"と あ り,
0
中 含No。6(大1.427)に,「 我者 無 我,亦 無 我 所,当 来 無 我,亦 無 我 所,已 有便 断 。」 とあ るの が そ の例 で あ る。
1.31-34
阿難 が,「 鏡 に 依 って顔 が 写 り,依 らな い と写 らな い よ うに,"我 あ り"と の 観 念 は,五 蘊 に依 って あ る」 とい う教}x
を 聞 い て法 眼 を 得,他 の比 丘 た ちに も,こ の教 え を 繰 返 し伝 え た,と い うこ とが 述 べ られ てい る。 これ に 相 当 す る経 は,
SN22,83"Ananda"(vol,III,105f);雑 阿 含 十,第261経(大2,66ab)で あ る。 パ ー リに よれ ば,阿 難 に説 法 を し た





(た とえ ば,同 志 ア ー ナ ン ダ よ,男 女 を 問 わ ず,か ざ りた て る性 分 の 若 人 が,き れ い な 鏡 あ る い は,澄 ん だ水 槽 に
映 った お の が顔 のつ く りを観 察 す る と き,〔 そ の鏡 や 水 に 〕 依 って こそ 見 る こ とが で き,依 らな けれ ば見 る ことが
で きな い,そ れ と全 く同様 に,同 志 ア ーナ ン ダ よ,色 に 依 って"我 あ り"と の 観 念 が あ り,依 らな け れ ば な い。 受,
想,行,識 に 依 って"我 あ り"と の 観 念 が あ る。)
註 ①IndicaetTibetica,N稟穩juna'sRatn炯alivoLI,TheBasicTexts,byMichaelHahn,Bonn,1982,
Q2Yasomitra,10314t£;Gnolied.TheGilgitManuscriptoftheSanghabhedavastu,vol.1,128.
③`asrutimat穃'に 写本 の裏 付 けが な い の で あれ ば,`asrutavat穃'の 方 カミむ しろ 良 い 。
④ 『南 都仏 教 』 第49号 所 収,「 シ ャマ タ デ ー ヴ ァ の倶 舎 論 註 一 随 眠 品一 」 の 当 該 箇 処 参 照 。
⑤ 以 上 二 経 は 平 行 経 で あ る6こ の 二経 に対 応 す る梵 文 経 典 が,Yasomitra27022-2724に 引 か れ る。
(19$3.6.3)
